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述
べ
、
充
実
し
た
学
園
生
活
を

送
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。 
 

飛
田
秀
一
学
校
法
人
金
沢
学

院
大
学
理
事
長
は
告
辞
の
中
で

「
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
で
自

分
が
し
た
い
仕
事
、
あ
る
い
は

自
分
が
本
当
に
好
き
な
こ
と
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

旺
盛
な
好
奇
心
と
向
学
心
に
期 

待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

 

高
橋
一
光
大
学
後
援
会
長
、

大
間
泰
治
短
大
後
援
会
長
が

「
自
ら
の
才
能
を
磨
き
、
豊
か

な
個
性
を
育
む
よ
う
祈
念
す

る
」
な
ど
と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

式
後
、
学
科
ご
と
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
サ
ー
ク
ル
紹

介
の
歓
迎
会
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
宣誓する岩崎さん 

金沢学院大学と金沢学院短期大学の合同入学式＝第一体育館 

「
か
け
が
え
の
な
い
自
分
」
創
る 

学
院
大
、
学
院
短
大
で
合
同
入
学
式 

５８３人が決意新たに 

宣誓する尾崎君 

平
成
十
六
年
度
金
沢
学
院
大
学
、
金
沢
学
院
大
学
大
学
院
、

金
沢
学
院
短
期
大
学
の
合
同
入
学
式
は
四
月
七
日
、
金
沢
市

末
町
の
同
大
学
第
一
体
育
館
で
行
わ
れ
、
新
し
く
設
置
さ
れ

た
美
術
文
化
専
攻
科
と
編
入
学
生
を
含
め
合
わ
せ
て
五
百
八

十
三
人
が
、
新
た
な
学
生
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 
石
田
寛
人
大
学
・
短
大
学
長
が

新
入
学
生
に
対
し
て
「
入
学
を
許

可
す
る
」
と
宣
言
し
た
あ
と
、
大

学
の
新
入
学
生
を
代
表
し
て
経
営

情
報
学
部
経
営
情
報
学
科
の
尾
崎

広
岳
君
（
金
沢
西
高
校
出
身
）
が

「
学
則
を
守
っ
て
学
業
に
専
念

し
、
誇
り
あ
る
学
生
生
活
を
送
り

ま
す
」
と
、
ま
た
短
大
新
入
学
生

を
代
表
し
て
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
岩
崎
さ
つ
き
さ
ん

（
金
沢
伏
見
高
校
出
身
）
が
「
今

日
の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

勉
強
や
部
活
動
に
い
そ
し
み
ま

す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓
し
ま
し
た
。 

 

石
田
学
長
は
式
辞
で
、「
他
人
の

気
持
ち
を
汲
み
取
り
な
が
ら
、『
か 

け
が
え
の
な
い
』
自
分
を
創
り

上
げ
て
は
じ
め
て
、
人
か
ら
愛

さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
社
会
か
ら

歓
迎
さ
れ
る
人
間
に
な
る
」
と 

活
字
読
み
、
挨
拶
交
わ
し
、
礼
儀
正
し
く 

 

金
沢
東
高
校
の
入
学
式
は
四

月
七
日
、
金
沢
学
院
大
学
第
一

体
育
館
で
行
わ
れ
、
三
百
六
人

が
、
今
年
度
か
ら
一
新
さ
れ
た

新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
高 

思
い
描
く
夢
を
つ
か
む
べ
く
勉

学
や
ス
ポ
ー
ツ
に
全
力
を
尽
く

す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。 

東
高
入
学
式 

３０６
人
を
激
励 

校
生
活
へ
の
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
ま
し
た
。 

 

青
山
克
彌
校
長
が
式
辞
で
、 

「
意
欲
的
に
学
び
、
知
的
で
教 

養
深
く
、
青
春
の
美
し
さ
、
清 

ら
か
さ
に
輝
い
た
人
間
に 

成
長
さ
れ
る
よ
う
願
う
」 

と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

飛
田
秀
一
学
校
法
人
金 

沢
学
院
大
学
理
事
長
は
告 

辞
で
「
三
つ
の
習
慣
を
身 

に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
述 

べ
、
本
や
新
聞
を
読
む
こ 

と
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
す 

る
こ
と
、
礼
儀
正
し
く
す 

る
こ
と
を
挙
げ
ま
し
た
。 

 

吉
本
史
宏
後
援
会
長
は 

「
世
の
中
の
動
き
に
関
心 

を
持
ち
、
物
事
の
本
質
を

見
る
力
を
備
え
て
ほ
し 

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し 

た
。
新
入
生
代
表
の
千
田 

え
り
さ
ん
（
犀
生
中
学
校

し
出
身
）
は
「
一
人
ひ
と
り
が 

 

入
学
式
で
宣
誓
す
る
生
徒
代
表
の 

千
田
え
り
さ
ん 

＝
第
一
体
育
館 

津
田
さ
ん
に
危
険 

業
務
従
事
者
叙
勲 

 

学
校
法
人
金
沢
学
院
大

学
法
人
部
総
務
課
技
能
員
の 

津
田
勲 

さ
ん 

（
61
） 

＝
写
真 

＝
は
、 

こ
の
ほ

ど
発
表
さ
れ
た
第
二
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。 

 

津
田
さ
ん
は
、
海
上
自
衛

隊
在
職
中
に
二
十
年
間
に
わ

た
っ
て
潜
水
艦
に
乗
り
組
ん

だ
ほ
か
、
「
海
軍
潜
水
学
校

史
」
を
取
材
編
集
し
た
こ
と
、

金
沢
市
内
で
火
災
の
際
に
人

命
救
助
し
た
功
績
な
ど
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。 


